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八丈町

議会だより あおぞら保育園訪問
令和 4年第四回定例会
主な議決事項など
一般質問
質疑より
移住者の声

表紙
2P

3P
11P
12P

あ
お
ぞ
ら
保
育
園

八
丈
島
に
は
現
在
四
つ
の
保
育
園
が

あ
り
ま
す
。
中
之
郷
地
区
に
あ
る
﹁
あ
お

ぞ
ら
保
育
園
﹂は
未
満
児
の
受
け
入
れ
も

行
っ
て
お
り
、
一
月
現
在
、
未
満
児
十
八

名
、園
児
三
十
二
名
の
計
五
十
名
の
子
ど

も
た
ち
が
通
園
し
て
い
ま
す
。

園
内
を
の
ぞ
く
と
、日
差
し
が
よ
く
入

り
、
木
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
、
子
ど
も

た
ち
も
の
び
の
び
と
過
ご
し
て
い
る
様

子
で
し
た
。

取
材
時
に
は
郵
便
屋
さ
ん
ご
っ
こ
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ

組
・
す
み
れ
組
は
お
客
さ
ん
役
を
担
当
、

コ
イ
ン
を
持
ち
、受
付
で
ハ
ガ
キ
を
買
っ

て
い
ま
し
た
。年
長
組
の
さ
く
ら
組
は
郵

便
屋
さ
ん
を
担
当
し
、郵
便
局
で
ハ
ガ
キ

を
売
っ
た
り
、
郵
便
鞄
を
背
負
い
、
自
転

車
に
乗
り
、各
組
の
教
室
に
用
意
さ
れ
た

郵
便
ポ
ス
ト
に
配
達
を
し
て
い
ま
し
た
。

お
散
歩
の
姿
を
見
か
け
た
と
き
も
、さ

く
ら
組
の
子
ど
も
た
ち
が
ち
ゅ
ー
り
っ

ぷ
組
の
子
ど
も
た
ち
と
手
を
つ
な
ぎ
、一

緒
に
歩
く
姿
を
見
る
と
、園
の
年
長
者
と

し
て
の
成
長
や
優
し
さ
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
感
じ
ま
す
。︵

取
材
者
　
浅
沼
碧
海
︶

も く じ

うんどうかい（あおぞら保育園提供）



12
月
の
第
４
回
定
例
会
で
は
、
令
和

４
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
補
正
予
算
、
令
和
３
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
決
算
認
定
、
条
例
制

定
・
改
正
な
ど
が
審
議
さ
れ
た
。

令
和
３
年
度
決
算
の
特
徴
は
、
コ
ロ

ナ
対
策
特
別
定
額
給
付
金
関
係
や
新
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
関
係
、
基
金
積

立
金
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
関
連
補

助
金
な
ど
の
減
か
ら
、
一
般
会
計
予
算

が
前
年
比
12
・
９
％
減
少
し
、
88
・
９

億
円
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
事
業
中
止
の
影
響
な
ど

も
あ
り
、
不
用
額
が
前
年
比
28
・
６
％

増
加
の
1.6
億
円
発
生
し
た
。
議
員
か
ら

は
、
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
公
衆
ト
イ
レ

設
置
状
況
、
物
流
セ
ン
タ
ー
老
朽
化
な

ど
に
関
す
る
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ

た
。令

和
４
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
で
は
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
請
負
費
年
割
額
一
部
先
送
り

で
7.2
億
円
の
減
額
、
将
来
の
施
設
建
替

え
に
備
え
る
社
会
福
祉
推
進
基
金
積
立

金
の
1.2
億
円
増
額
な
ど
が
承
認
さ
れ

た
。
議
員
か
ら
は
、
住
宅
費
含
め
入
札

不
調
が
多
い
こ
と
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
の
受
け
入
れ
体
制
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
・
意
見
が
出
さ

れ
た
。
ま
た
、
水
道
事
業
会
計
で
は
、

大
川
浄
水
場
改
修
工
事
で
事
前
地
質
調

査
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
工

事
請
負
費
増
額
に
つ
い
て
、
病
院
事
業

会
計
で
は
人
員
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の

質
問
・
意
見
が
出
さ
れ
た
。

条
例
制
定
で
は
、
令
和
５
年
４
月
１

日
施
行
の
高
校
生
の
医
療
費
助
成
な
ど

が
決
ま
っ
た
。
条
例
改
正
で
は
、
地
方

公
務
員
法
改
正
に
伴
う
職
員
の
定
年
な

ど
に
関
す
る
も
の
な
ど
が
決
ま
っ
た
。

定
例
会
後
の
全
員
協
議
会
で
は
、
住

民
課
よ
り
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
進
捗

状
況
に
つ
い
て
若
干
の
遅
れ
も
お
お
む

ね
計
画
ど
お
り
と
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
、
企
業
課
よ
り
経
営
改
善
の

た
め
水
道
料
金
及
び
浄
化
槽
使
用
料
改

定
案
が
報
告
さ
れ
、
企
画
財
政
課
か
ら

は
﹁
東
京
宝
島
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ア
イ

ラ
ン
ド
創
造
事
業
﹂
に
お
け
る
実
施
事

項
︵
令
和
４
年
度
か
ら
６
年
度
︶
が
示

さ
れ
た
。

人
口
減
少
や
厳
し
い
財
政
状
況
と
正

面
か
ら
向
き
合
い
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
、
議
員
か

ら
も
厳
し
い
意
見
を
住
民
に
提
示
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
。

︵
真
田
幸
久
︶

主
な
議
決
事
項

12
月
定
例
会
　
令
和
４
年
12
月
６
、
７
日
　

◎
令
和
４
年
度
八
丈
町
一
般
会
計
補
正
予
算

ほ
か
補
正
予
算
７
件

◎
八
丈
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
 
ほ

か
条
例
10
件

◎
東
京
都
と
八
丈
町
と
の
間
に
お
け
る
旅
券

の
申
請
受
理
及
び
交
付
等
に
係
る
事
務
委
託

に
関
す
る
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

◎
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

◎
八
丈
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ａ
棟
外

壁
・
防
水
改
修
工
事
請
負
契
約
の
変
更

ほ
か
契
約
２
件
 

◎
令
和
３
年
度
八
丈
町
一
般
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
 
ほ
か
決
算
認
定
３
件

◎
八
丈
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例

◎
議
員
の
派
遣
承
認
に
つ
い
て
︵
フ
リ
ー
ジ

ア
ま
つ
り
表
敬
訪
問
︶

主
な
会
議

議
会
運
営
委
員
会
令
和
４
年
11
月
29
日
　

◎
令
和
４
年
度
第
四
回
八
丈
町
議
会
定
例
会

に
つ
い
て

全
員
協
議
会

令
和
４
年
12
月
７
日

◎
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
進
捗
状
況

◎
水
道
料
金
及
び
浄
化
槽
使
用
料
の
改
定
に

つ
い
て

◎
東
京
宝
島
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド

創
造
事
業
に
つ
い
て

前
年
比
12.9
％
減
の
88.9
億
円

第
四
回
定
例
会
令
和
４
年
12
月
６
、７
日

令和３年度
一般会計決算
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工
事
中
の
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー



今
年
は
心
配
す
る
よ
う
な
台
風
の

接
近
は
な
か
っ
た
が
、
八
丈
島
で
甚

大
な
被
害
の
あ
っ
た
昭
和
50
年
の
台

風
を
経
験
し
て
お
り
、
災
害
が
起
こ

っ
て
か
ら
後
悔
や
反
省
す
る
前
に
十

分
な
備
え
が
必
要
だ
と
思
う
。

ま
た
、
北
朝
鮮
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
に
伴
う
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ

れ
、
町
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の

か
質
問
す
る
。

問
今
年
の
防
災
訓
練
は
中
止
に
な

り
役
場
内
の
訓
練
に
変
更
し
た
理
由

を
知
り
た
い
。
訓
練
は
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
あ
り
イ
ベ
ン
ト
と
は
違
う
の
で

町
民
の
命
を
守
れ
る
実
践
的
な
訓
練

を
行
う
べ
き
で
は
。

答
総
務
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
に
不
安
の
声
が
あ
り
、
住
民
参

加
の
訓
練
を
止
め
、
町
職
員
と
関
係

機
関
に
よ
る
初
動
体
制
な
ど
の
訓
練

を
行
っ
た
。

問
今
ま
で
の
防
災
訓
練
は
ど
の
よ

う
な
災
害
を
想
定
し
、
ど
の
よ
う
な

訓
練
を
行
っ
た
の
か
。
各
地
域
持
ち

回
り
の
訓
練
で
は
５
年
に
１
度
し
か

訓
練
の
機
会
は
な
い
の
で
、
よ
り
多

く
の
町
民
が
参
加
で
き
る
訓
練
に
改

め
な
い
か
。

答
今
ま
で
に
地
震
、
津
波
、
土
砂

災
害
、
噴
火
を
想
定
し
た
訓
練
を
実

施
し
て
き
た
。
災
害
に
合
わ
せ
て
避

難
所
へ
避
難
す
る
訓
練
を
実
施
し
て

き
た
。
今
後
東
京
都
や
自
衛
隊
と
も

協
力
し
長
期
の
避
難
を
想
定
し
た
訓

練
を
検
討
し
た
い
。

問
避
難
所
へ
収
容
可
能
な
人
数
と

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
テ
ン
ト
の
数

は
。

答
島
内
23
か
所
の
指
定
避
難
所
の

収
容
可
能
人
数
は
約
７
３
０
０
人
、

屋
内
テ
ン
ト
は
１
４
４
張
準
備
し
て

い
る
。

問
防
災
無
線
で
避
難
指
示
や
命
令

を
出
し
た
際
に
自
力
で
避
難
で
き
な

い
方
へ
の
支
援
体
制
は
。
東
日
本
大

震
災
で
は
逃
げ
遅
れ
た
高
齢
者
な
ど

を
避
難
さ
せ
る
た
め
に
多
く
の
消
防

団
員
な
ど
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
町
の
職
員
や
消
防
団
員
の
犠
牲

を
減
ら
す
た
め
に
町
民
が
助
け
合
う

訓
練
は
必
要
だ
と
思
う
が
。

答
高
齢
者
の
安
否
確
認
や
、
関
係

機
関
と
連
携
し
た
避
難
支
援
を
行
っ

て
い
る
が
、
自
助
や
共
助
も
必
要
で

あ
り
、
今
後
は
助
け
合
っ
て
避
難
す

る
訓
練
も
取
り
入
れ
て
行
く
。

問
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
流
れ
た
後
の
解

除
の
放
送
は
無
か
っ
た
が
町
の
対
応

は
。
通
学
時
間
帯
で
あ
っ
た
が
教
育

委
員
会
の
対
応
は
。

答
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
解
除
は
町
独
自

で
行
え
る
も
の
で
は
な
く
、
時
間
が

経
過
し
て
か
ら
東
京
消
防
庁
よ
り
情

報
が
入
っ
た
。
町
で
は
八
丈
支
庁
を

通
し
て
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
情
報
提

供
を
要
望
し
、
都
か
ら
国
に
も
改
善

を
要
望
し
た
。

答
教
育
課
長

通
学
し
校
庭
で
遊

ん
で
い
た
児
童
は
校
舎
内
に
避
難
さ

せ
た
。
今
回
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
は
想

定
外
で
あ
っ
た
の
で
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
見
直
す
。

一
般
質
問

12
月
６
日
　
質
問
者
８
人

各
質
問
者
の
録
画
映
像
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。掲
載

文
中
、表
現
が
硬
く
な
っ
て
い
る
部
分

あ
り
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

八
丈
町
の
防
災
対
策
に
つ
い

て

一 般 質 問

金川孝幸
かながわ たかゆき

議員

大
賀
郷
公
民
館
に
張
ら
れ
た
屋
内
テ
ン
ト
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問
太
陽
は
活
動
の
周
期
が
あ
り
、

３
年
後
の
２
０
２
５
年
ご
ろ
に
活
発

に
な
り
、
﹁
太
陽
フ
レ
ア
﹂
と
呼
ば

れ
る
太
陽
表
面
の
巨
大
な
爆
発
現
象

が
増
え
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
太
陽
フ
レ
ア
が
発
生
す
る
と
、
電

磁
波
や
プ
ラ
ズ
マ
の
噴
出
が
起
こ

り
、
地
球
に
住
む
私
た
ち
の
生
活
に

大
き
な
影
響
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。

八
丈
町
と
し
て
、
停
電
・
通
信
障

害
・
人
工
衛
星
に
よ
る
被
害
が
想
定

さ
れ
た
場
合
、
想
定
さ
れ
て
い
る
２

週
間
、
電
力
の
長
期
的
な
損
失
と
、

イ
ン
フ
ラ
へ
の
影
響
や
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を

利
用
し
て
い
る
、
船
舶
・
航
空
無
線

の
通
信
障
害
に
よ
り
、
交
通
・
物
流

の
停
滞
が
大
規
模
に
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
の
対
応
を

今
後
考
え
て
い
く
方
針
は
あ
る
の
か

回
答
を
。

答
総
務
課
長

参
考
と
し
て
東
京

都
に
聞
き
取
り
を
し
た
と
こ
ろ
都
と

し
て
は
、
光
ケ
ー
ブ
ル
回
線
に
は
影

響
が
な
く
、
通
信
障
害
は
生
じ
な
い

た
め
、
対
策
は
と
っ
て
い
な
い
と
の

こ
と
。
現
在
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
通
信

事
業
者
へ
も
対
策
に
つ
い
て
問
い
合

わ
せ
を
し
て
お
り
、
ま
ず
は
情
報
収

集
を
し
て
い
く
。

ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
想
定
外
の
事

態
が
起
き
た
際
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
す
る
施
策
を
町
は
考
え
、
取
り

組
ん
で
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
施
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
島
内
で
の
食
料
自
給
率
を
上
げ

る
取
り
組
み
を
町
は
推
進
し
て
い
く

考
え
が
あ
る
の
か
質
問
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

答
総
務
課
長
　
国
は
災
害
対
策
の

備
蓄
に
関
し
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

止
ま
っ
た
場
合
に
備
え
て
日
常
備
蓄

と
し
て
１
人
当
た
り
３
日
分
、
大
規

模
災
害
時
に
は
１
週
間
分
の
備
蓄
が

望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。

防
災
対
策
と
し
て
の
島
内
食
料
自

給
率
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
現
在
食

料
価
格
も
高
騰
し
て
お
り
、
国
産
農

産
品
を
増
や
し
、
国
内
食
料
自
給
率

を
上
げ
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
中
で
、
災
害
へ
の
備
え
の
ひ
と

つ
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
現
時
点

で
取
り
組
み
の
計
画
な
ど
は
な
い

が
、
防
災
会
議
や
関
係
機
関
な
ど
か

ら
も
対
策
に
つ
い
て
の
意
見
を
伺
っ

て
い
く
。

淺沼隆章
あさぬま たかあき

議員

太
陽
フ
レ
ア
が
引
き
起
こ
す

宇
宙
天
気
現
象
へ
の
対
策
は

防
災
対
策
と
し
て
島
内
食
料

自
給
率
を
上
げ
る
取
り
組
み

の
推
進
を

問
自
然
災
害
の
被
害
は
数
・
被
害

と
も
に
増
加
し
て
お
り
、
私
た
ち
が

住
む
八
丈
町
で
も
台
風
な
ど
の
影
響

に
よ
り
、
交
通
・
物
流
が
停
滞
す
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。

八
丈
島
も
含
め
た
関
東
全
域
が
被
害

領
域
に
な
る
よ
う
な
災
害
が
発
生
し

た
場
合
は
、
八
丈
島
内
の
み
で
、
食

料
や
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
長
期
に
わ

た
り
自
給
自
足
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
態
に
な
る
こ
と
も
考
え

一 般 質 問
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液体ミルク、保存水などを独自に備蓄



町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
も
、
29
年
を

経
過
し
故
障
や
修
理
が
必
要
な
部
分

も
出
て
き
て
い
て
、
毎
年
の
よ
う
に

機
器
の
入
れ
替
え
や
修
理
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
今
年
の
夏
は
例
年
に
な

く
暑
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
施
設
の

中
は
40
℃
、
湿
度
は
１
０
０
％
に
な

る
。
し
か
も
熱
源
を
た
く
さ
ん
使
う

作
業
。
熱
中
症
に
な
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
が
常
態
化
し
て
い
る
。

学
校
給
食
は
児
童
、
生
徒
の
食
育
に

欠
か
せ
な
い
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
そ
の
質
の
維
持
と
安
定
を
は

か
る
た
め
に
、
以
下
の
質
問
を
す

る
。

問
冷
房
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
。

答
教
育
課
長

冷
房
機
器
の
導
入

は
令
和
６
年
度
設
置
を
計
画
し
て
い

た
が
、
建
物
の
構
造
上
予
想
外
に
大

規
模
な
工
事
に
な
る
。
そ
の
際
、
長

期
に
わ
た
り
給
食
提
供
を
停
止
す
る

必
要
が
あ
り
、
冷
房
機
器
の
設
置
は

困
難
な
状
況
に
あ
る
。

問
作
業
人
員
の
確
保
へ
の
対
策

は
。
ま
た
、
民
間
業
者
と
の
契
約
の

い
き
さ
つ
を
伺
う
。

答
必
要
な
人
員
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
委
託
業
者
が
決
め
て
い
る
。

問
冷
房
機
器
の
設
置
は
喫
緊
の
課

題
。
ぜ
ひ
来
年
度
の
夏
ま
で
に
実
現

さ
せ
る
べ
き
。
民
間
業
者
と
の
契
約

は
、
本
来
は
入
札
で
行
う
べ
き
も

の
。
た
だ
、
給
食
の
質
を
保
つ
に
は

慣
れ
た
業
者
が
継
続
し
て
担
う
の
が

得
策
で
、
今
後
も
連
携
を
密
に
し
て

随
意
契
約
を
維
持
す
べ
き
と
考
え

る
。

答
給
食
を
停
止
し
な
い
で
環
境
を

改
善
す
る
た
め
に
、
善
後
策
を
検
討

し
た
い
。
契
約
は
毎
年
度
評
価
し
、

継
続
を
判
断
す
る
。

上
経
過
し
て
い
る
が
、
事
業
は
進
ん

で
い
る
か
。

答
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
島
し
ょ

全
体
の
畜
産
業
を
対
象
と
し
て
ス
マ

ー
ト
畜
産
業
の
検
討
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。

問
そ
の
た
め
の
、
具
体
的
な
事
業

内
容
を
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。
牧

場
に
つ
い
て
の
、
長
年
の
課
題
は
電

力
と
水
の
供
給
が
な
い
こ
と
。
都
の

補
助
事
業
を
き
っ
か
け
に
こ
の
こ
と

を
解
決
す
る
事
業
を
考
え
て
ほ
し

い
。

答
都
の
調
査
結
果
が
出
て
か
ら
事

業
内
容
を
決
め
た
い
。
た
だ
、
実
施

す
る
に
は
期
間
が
短
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
事
業
延
長
の
要
望
を
議
員

皆
さ
ん
と
と
も
に
行
い
た
い
。

奥山
おくやま

幸子
さちこ

議員

給
食
セ
ン
タ
ー
の
労
働
環
境

と
施
設
の
改
善
を

一 般 質 問

令
和
４
年
度
の
東
京
都
の
事
業
説

明
で
、
島
し
ょ
地
域
農
業
Ｄ
Ｘ
推
進

事
業
の
提
案
が
あ
っ
た
。
実
施
内
容

は
、
ス
マ
ー
ト
畜
産
業
の
検
討
調
査

で
、
予
算
は
１
０
０
０
万
円
。
事
業

は
３
か
年
と
な
っ
て
い
る
。
八
丈
島

の
場
合
は
、
観
光
業
と
も
関
連
し
て

い
る
の
で
、
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け

に
畜
産
業
の
改
善
に
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
と
考
え
、
質
問
す
る
。

問
町
は
何
を
目
指
し
て
ど
の
よ
う

な
事
業
を
行
う
の
か
。

答
産
業
観
光
課
長
　
目
指
す
は
、

牧
場
の
牧
区
の
整
理
を
行
い
、
放
牧

牛
を
２
倍
の
１
０
０
頭
に
増
や
す
こ

と
。
ス
マ
ー
ト
畜
産
の
技
術
を
取
り

入
れ
効
率
的
な
牧
場
運
営
を
目
指
し

た
い
。

問
令
和
４
年
度
は
す
で
に
半
年
以

島
し
ょ
地
域
農
業
Ｄ
Ｘ
推
進

事
業
で
町
は
何
を
目
指
す
か

5



問
令
和
４
年
第
一
回
定
例
会
で
、

﹁
行
政
評
価
シ
ー
ト
﹂
作
成
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
、
執
行
部
よ
り
、

先
行
事
例
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
と

の
回
答
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
進
捗
に

つ
い
て
の
報
告
を
求
め
る
。

答
企
画
財
政
課
長

行
政
評
価
シ

ー
ト
の
作
成
に
は
外
部
評
価
と
内
部

評
価
が
あ
り
、
外
部
評
価
に
つ
い
て

は
予
算
措
置
が
必
要
な
こ
と
、
事
務

部
局
に
お
け
る
連
絡
調
整
や
事
務
負

担
が
増
え
る
こ
と
も
あ
り
、
八
丈
町

で
行
う
の
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
内
部
評
価
に
つ
い
て
も
、
職

員
の
状
況
や
業
務
量
を
考
え
る
と
今

す
ぐ
行
う
の
は
難
し
い
状
況
で
あ

り
、
検
討
は
一
旦
見
合
わ
せ
て
い

る
。

問
外
部
評
価
を
行
う
こ
と
が
難
し

い
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
行
政

評
価
シ
ー
ト
を
機
械
的
に
作
成
す
る

の
で
は
な
く
、
日
常
的
な
業
務
見
直

し
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ

り
、
問
題
点
や
対
応
策
は
出
せ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
そ
の
線
に
沿
っ
て
内
部
で
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
Ｐ
︵
計
画
策
定
︶
Ｄ
︵
推
進
︶

Ｃ
︵
評
価
︶
Ａ
︵
改
善
︶
サ
イ
ク
ル

を
通
じ
て
、
総
合
戦
略
の
継
続
的
な

推
進
・
改
善
を
図
る
と
あ
る
が
、
見

直
し
に
あ
た
る
Ｃ
︵
評
価
︶
と
Ａ

︵
改
善
︶
に
関
す
る
執
行
部
の
対
応

に
つ
い
て
回
答
を
求
め
る
。

答
総
合
戦
略
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
作
成
し

直
す
時
︵
５
年
毎
︶
に
し
か
行
っ
て

い
な
い
。
た
だ
し
、
補
助
事
業
に
つ

い
て
は
毎
年
管
理
職
で
構
成
す
る
補

助
事
業
審
査
委
員
会
で
時
間
を
か
け

て
事
業
の
効
果
や
妥
当
性
な
ど
の
検

証
を
行
な
い
、
次
年
度
予
算
に
反
映

さ
せ
て
い
る
。
監
査
委
員
に
よ
る
定

期
監
査
や
決
算
審
査
も
実
施
し
、
評

価
や
審
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
総
合
開
発

審
議
会
の
開
催
頻
度
を
高
め
る
こ
と

や
住
民
集
会
の
開
催
な
ど
を
す
べ
き

で
は
。

答
政
策
・
施
策
と
の
関
連
性
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
、
年
度
別
事
業
計

画
で
事
務
事
業
が
ど
の
施
策
に
合
致

し
て
い
る
の
か
を
各
部
門
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
、
計
画
・
予
算
を
作
成
し
て

い
る
。

問
執
行
部
内
で
は
対
応
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
内
容
を
公
表
し
な

け
れ
ば
議
会
も
住
民
も
わ
か
ら
な

い
。
積
極
的
な
開
示
を
求
め
る
。
ま

た
、
町
長
の
活
動
報
告
の
中
で
、
い

く
つ
か
視
察
が
あ
る
が
、
そ
の
視
察

の
意
義
の
報
告
を
み
た
こ
と
が
な

い
。
こ
ち
ら
も
積
極
的
な
開
示
を
求

め
る
。

答
町
長
　
政
策
や
施
策
の
考
え
方

な
ど
、
公
表
で
き
る
内
容
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。
議
会
な
ど
か

ら
施
策
な
ど
で
大
き
な
問
題
提
起
な

ど
あ
れ
ば
、
提
案
し
て
も
ら
い
た

い
。
視
察
内
容
な
ど
に
つ
い
て
も
広

報
な
ど
で
の
公
表
含
め
、
検
討
し
た

い
。

行
政
評
価
に
つ
い
て

一 般 質 問

問
監
査
委
員
に
よ
る
監
査
は
事
務

事
業
の
効
率
性
な
ど
を
み
て
い
る
の

で
あ
り
、
政
策
・
施
策
と
の
関
連
の

中
で
、
事
務
事
業
そ
の
も
の
の
必
要

性
な
ど
を
議
会
や
住
民
と
考
え
て
い

真田
さなだ

幸久
ゆきひさ

議員
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今
年
11
月
に
都
が
﹁
東
京
都
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
﹂
を
開
始

し
た
。

問
都
は
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
あ
る

が
、
役
場
窓
口
で
の
申
請
も
可
能

か
。

答
総
務
課
長

原
則
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
申
請
に
な
る
。
手
続
き
が
難
し

い
方
は
都
庁
へ
来
訪
し
対
面
で
の
手

続
き
も
可
能
。
町
役
場
、
支
庁
で
は

行
っ
て
い
な
い
。

問
制
度
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
町

の
条
例
等
の
改
正
は
必
要
か
。
ま
た

そ
の
他
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に

つ
い
て
変
更
は
あ
る
か
。

答
町
営
住
宅
な
ど
条
例
改
正
が
必

要
と
な
る
も
の
も
あ
る
。
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

今
後
各
課
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
庁

内
で
検
討
し
て
い
く
。

問
い
つ
頃
ま
で
に
整
備
し
て
い
く

の
か
。

答
必
ず
し
も
宣
誓
を
し
な
く
て

も
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
使
え
る
サ

ー
ビ
ス
が
存
在
し
て
い
る
。
い
つ
ご

ろ
ま
で
に
と
は
言
え
な
い
部
分
も
あ

る
が
、
条
例
改
正
な
ど
で
き
る
も
の

に
関
し
て
は
早
め
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。

問
対
応
が
整
備
さ
れ
次
第
、
周
知

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
な
ど
で

周
知
を
し
て
い
き
た
い
。

き
事
務
職
員
の
欠
員
は
５
名
ほ
ど
と

な
っ
て
い
る
。
行
政
実
務
研
修
員
と

し
て
企
業
か
ら
２
名
採
用
す
る
な
ど

新
た
な
試
み
を
行
っ
て
い
る
。

問
建
物
な
ど
の
新
設
や
補
修
事
業

を
実
施
す
る
際
、
職
員
は
ど
の
よ
う

な
業
務
を
担
当
す
る
か
。

答
打
合
せ
段
階
か
ら
設
計
業
者
と

折
衝
を
行
う
た
め
専
門
的
な
知
識
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
一
般
行

政
の
職
員
に
は
高
い
負
荷
が
か
か
る

業
務
で
あ
る
。

問
他
自
治
体
で
は
営
繕
課
な
ど
を

設
け
て
い
る
。
各
課
の
職
員
の
負
担

を
減
ら
す
た
め
に
も
そ
れ
に
あ
た
る

セ
ク
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
は
い
か
が

か
。

答
理
想
的
だ
が
、
採
用
が
非
常
に

難
し
い
。
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
働
き
や
す
い
職
場
環
境
に
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
い

る
か
。

答
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
引
き
続

き
採
用
を
行
っ
て
い
く
。
負
荷
が
か

か
り
長
時
間
の
勤
務
が
続
く
職
員
に

は
産
業
医
の
面
接
を
行
っ
て
い
る
。

問
チ
ー
ム
で
業
務
に
あ
た
る
、
外

部
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
入
れ
る
、
建

設
業
務
で
は
記
録
を
残
し
て
い
く
こ

と
な
ど
が
重
要
で
は
。

答
そ
う
い
う
方
法
も
考
え
て
い
き

た
い
。
記
録
に
つ
い
て
は
現
在
は
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
改
善
さ
れ
て
い
る
。

問
ど
う
し
た
ら
採
用
さ
れ
定
着
し

て
い
く
か
。

答
大
き
な
案
件
で
、
簡
単
に
結
論

が
出
な
い
。
人
口
増
に
も
つ
な
が
る

こ
と
な
の
で
、
し
っ
か
り
考
え
て
い

き
た
い
。

都
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
開
始
に
つ
い
て
、
八
丈
島

の
対
応
は

一 般 質 問

岩﨑
いわさき

由美
ゆみ

議員

町
職
員
の
働
き
や
す
い
環
境

を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い

る
か
。

7

こ
れ
ま
で
に
も
町
職
員
の
業
務
負

荷
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
行
っ
て
き

た
。

問
現
在
、
職
員
の
欠
員
状
況
お
よ

び
採
用
状
況
は
。

答
総
務
課
課
長
補
佐

補
充
す
べ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ａ
棟
防
水
改
修

工
事
︵
令
和
４
年
12
月
撮
影
︶



問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
２
年

後
に
は
健
康
保
険
証
に
代
わ
る
と
の

メ
デ
ィ
ア
で
の
報
道
も
あ
り
、
取
得

し
た
い
方
が
増
加
し
て
い
る
。
し
か

し
、
高
齢
者
の
中
に
は
カ
ー
ド
を
取

得
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
な
が

ら
、
紙
か
ら
の
申
請
で
は
写
真
を
撮

る
な
ど
の
準
備
、
携
帯
電
話
で
は
や

り
方
が
分
か
ら
な
い
な
ど
の
問
題
点

が
あ
る
。

そ
こ
で
町
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

庁
舎
や
各
出
張
所
に
運
転
免
許
更
新

の
よ
う
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
高
齢
者

で
も
安
心
し
て
申
請
で
き
る
よ
う
な

場
を
設
け
て
は
い
か
が
か
。

そ
し
て
、
60
％
、
70
％
の
町
民
が

取
得
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

前
向
き
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て

欲
し
い
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

答
住
民
課
長

本
庁
及
び
出
張
所

に
お
い
て
、
写
真
画
像
を
含
め
た
申

請
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
は
、
会
計
年

度
職
員
が
主
で
あ
る
出
張
所
を
含

め
、
現
配
置
人
員
を
鑑
み
る
と
、
実

施
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

し
か
し
、
東
京
都
総
務
局
職
員
の

協
力
を
得
て
、
今
月
下
旬
に
役
場
庁

舎
で
写
真
画
像
の
お
手
伝
い
を
含
め

た
申
請
の
促
進
事
業
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

ま
た
、
９
月
議
会
で
申
し
上
げ
た

よ
う
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
紐
付
け
る
機
器
を

設
置
し
た
ほ
か
、
島
嶼
部
で
唯
一
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
共
催

で
来
年
の
１
月
19
日
か
ら
紐
付
け
る

事
業
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。
今

後
も
窓
口
で
の
丁
寧
な
対
応
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
法
律
で

は
カ
ー
ド
取
得
は
任
意
で
あ
り
、
私

ど
も
は
前
向
き
で
あ
る
と
自
負
し
て

い
る
。

問
上
京
し
た
お
り
、
電
車
の
改
札

口
や
バ
ス
の
乗
降
口
な
ど
を
見
て
い

る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
交
通
系
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
い
る
。

島
内
で
も
観
光
客
が
バ
ス
停
で
待

っ
て
い
る
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
多

く
な
っ
た
。

町
も
ス
マ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
目

指
す
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
乗
り
合

い
バ
ス
で
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
町
の
考
え
を
伺
う
。

答
企
業
課
長

都
内
で
は
ほ
と
ん

ど
の
人
が
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
等
を

利
用
し
て
い
る
と
、
私
も
認
識
し
て

い
る
。

令
和
３
年
度
の
乗
合
輸
送
実
績
は

７
万
９
９
６
２
人
、
１
日
平
均
２
１

９
人
で
、
温
泉
、
病
院
へ
の
利
用
が

多
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
シ
ー
ズ

ン
に
よ
っ
て
は
観
光
客
の
利
用
も
多

い
。し

か
し
な
が
ら
、
温
泉
や
病
院
へ

の
利
用
者
は
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
利
用

が
多
く
、
ま
た
観
光
客
に
は
モ
バ
イ

ル
バ
ス
パ
の
利
用
を
勧
め
て
お
り
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
に
よ
る
新
た
な
利

用
者
を
見
込
む
こ
と
も
難
し
い
。

利
用
客
が
少
な
い
こ
と
、
ま
た
、

料
金
体
系
と
費
用
対
効
果
の
面
を
み

て
も
、
町
営
バ
ス
事
業
で
は
、
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
に
つ
い
て
、

難
し
い
と
考
え
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
も

っ
と
取
得
し
や
す
く

一 般 質 問

山下
やました

則子
のりこ

議員

乗
り
合
い
バ
ス
で
の
交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
利
用
を
可
能
に

ス
マ
ホ
で
購
入
、画
面
を
見
せ
る
だ
け
で
２
日
間
町

営
温
泉
と
町
営
バ
ス
が
フ
リ
ー
で
利
用
で
き
る

バ
・
ス
・
パ
の
案
内
画
面
よ
り
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問
役
場
職
員
内
で
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
相
談
を
２
件
受
け
た
。

ま
た
近
年
の
離
職
率
や
悲
し
い
出
来

事
を
含
め
本
腰
を
入
れ
た
対
応
の
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
八
丈

町
役
場
に
﹁
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
に

関
す
る
第
三
者
委
員
会
﹂
を
設
置

し
、
空
気
の
良
い
職
場
環
境
・
町
づ

く
り
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
現
在
の
状
況
に
お
い
て
素
直
な
気

持
ち
を
問
う
。

答
総
務
課
課
長
補
佐

八
丈
町
と

し
て
も
重
要
な
課
題
と
し
て
認
識
し

て
い
る
。
対
応
と
し
て
は
、
今
現
在

係
長
等
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ

と
し
た
研
修
を
行
い
職
場
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
将
来
的
に
は
相
談

し
や
す
い
環
境
作
り
と
相
談
窓
口
を

明
確
に
し
て
い
き
た
い
。
第
三
者
的

組
織
の
知
見
も
活
用
で
き
る
よ
う
検

討
し
た
い
。

問
職
員
の
離
職
や
休
職
の
理
由

や
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
案
な
ど
を

町
長
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答
町
長
退
職
者
に
関
し
て
は
退
職

前
に
必
ず
顔
を
合
わ
せ
話
を
し
て
い

る
。
内
部
事
情
に
つ
い
て
は
個
人
の

受
け
と
め
方
も
あ
り
む
ず
か
し
い
。

職
場
の
環
境
に
慣
れ
な
い
中
で
仕
事

に
従
事
し
て
い
る
職
員
た
ち
に
は
、

副
町
長
を
中
心
に
そ
う
い
う
こ
と
が

な
い
よ
う
注
意
し
て
努
め
て
い
く
。

問
役
場
内
に
移
住
者
も
多
い
。
中

立
的
な
島
外
の
方
の
第
三
者
委
員
会

を
設
置
し
て
の
問
題
解
決
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
が
、
役
場
と
し
て
今
一

度
見
解
や
今
後
の
具
体
的
対
応
な
ど

を
問
う
。

答
総
務
課
課
長
補
佐
　
島
外
の
第

三
者
委
員
会
の
存
在
と
し
て
、
八
丈

町
も
共
同
設
置
団
体
と
し
て
加
入
し

て
い
る
﹁
東
京
都
市
町
村
公
平
委
員

会
﹂
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
苦
情
相

当
窓
口
を
八
丈
島
に
設
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答
総
務
課
長
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に

連
絡
し
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
病
院
・

警
察
・
消
防
な
ど
の
重
要
施
設
に
関

し
て
は
直
接
の
対
応
を
行
な
っ
て
い

る
。
一
般
窓
口
に
関
し
て
は
、
回
線

が
混
み
合
い
輻
輳
し
て
し
ま
う
と
重

要
施
設
と
の
連
絡
に
支
障
が
出
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
従
来
ど
お
り
と

す
る
。
被
害
に
よ
る
補
修
な
ど

に
対
し
て
は
応
援
職
員
を
増
員

し
対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
と
の

回
答
だ
っ
た
。

問
台
風
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

災
害
時
な
ど
に
被
害
が
あ
っ
た

場
合
、
ど
こ
に
連
絡
を
取
れ
ば

よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
冷
蔵

庫
に
一
枚
貼
れ
る
用
紙
や
Ｐ
Ｄ

Ｆ
デ
ー
タ
な
ど
で
も
い
い
の
で

検
索
で
探
せ
る
緊
急
連
絡
先
一

覧
の
作
成
を
望
む
。

答
町
長
　
自
分
自
身
に
も
経

験
が
あ
り
住
民
に
も
不
便
を
か

け
て
い
る
。
災
害
時
な
ど
だ
け

で
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
と
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
要

望
を
し
て
い
き
た
い
。

八
丈
町
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案

に
関
す
る
第
三
者
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て

一 般 質 問

談
の
制
度
が
あ
る
。
職
員
へ
の
周
知

も
し
っ
か
り
し
て
い
く
。

浅沼
あさぬま

碧海
あおみ

議員

問
台
風
な
ど
の
被
害
に
よ
り
電
話

の
不
具
合
が
あ
っ
た
場
合
の
担
当
窓

口
が
島
外
と
な
っ
て
い
る
。
住
民
も

不
安
で
あ
る
。
災
害
時
だ
け
で
も
担

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
八
丈
島
ビ
ル

の
電
話
直
接
対
応
に
つ
い
て

9

設
備
不
安
全
状
況
の
発
見
の
ポ
イ
ン
ト

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
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問
つ
い
先
日
、
12
月
２
日
に
可

決
・
成
立
し
た
政
府
の
総
合
経
済
対

策
の
中
に
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
さ
ら

に
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
成
長
過

程
に
応
じ
て
﹁
一
緒
に
走
り
な
が
ら

相
談
に
乗
っ
て
い
く
﹂
と
い
う
伴
走

型
相
談
支
援
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま

た
、
妊
娠
時
と
出
産
時
に
そ
れ
ぞ
れ

５
万
円
、
計
10
万
円
相
当
の
経
済
的

支
援
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
事
業
の
実
施
主
体
は
市
区

町
村
と
な
っ
て
い
る
が
、
八
丈
町
の

具
体
的
な
実
施
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

答
福
祉
健
康
課
長

八
丈
町
で
は

す
で
に
、
妊
娠
時
か
ら
出
産
後
ま
で

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
に
、

町
の
保
健
師
や
職
員
が
継
続
し
て
支

問
令
和
４
年
度
の
八
丈
町
給
食
セ

ン
タ
ー
改
修
費
は
、
釜
や
ボ
イ
ラ
ー

な
ど
、
約
１
０
０
０
万
円
と
伺
っ

た
。
さ
ら
に
、
令
和
５
年
度
は
空
調

設
備
設
計
と
回
転
釜
の
改
修
が
予
定

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
対
症
療
法
的
な
改
修
工
事
を

繰
り
返
す
よ
り
も
、
食
の
多
様
化
に

対
応
で
き
る
新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

答
教
育
課
長
　
現
在
の
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
供
用
開
始
よ
り
約
29
年
が

経
過
し
て
お
り
、
経
年
劣
化
に
よ
る

設
備
機
器
の
故
障
が
頻
発
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
大
規
模
改
修
、
特
に
躯

体
の
改
修
や
空
調
設
備
工
事
の
際
は

給
食
の
提
供
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
ま
た
給
食
セ
ン
タ
ー
の
規
模

の
適
正
化
を
考
え
る
と
、
長
寿
命
化

を
図
る
よ
り
も
現
在
の
施
設
が
稼
働

中
に
建
替
え
が
必
要
と
判
断
す
る
。

建
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
資
金
の
見

通
し
や
用
地
の
選
定
も
必
要
だ
が
、

そ
の
方
向
で
進
め
て
い
く
。

八
丈
町
の
出
産
・
子
育
て
応

援
の
計
画
を
問
う

一 般 質 問

援
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
ま

た
、
経
済
的
支
援
と
し
て
は
、
現

在
、
東
京
都
の
事
業
を
活
用
し
て
い

る
。
ま
ず
﹁
マ
マ
・
パ
パ
応
援
事

業
﹂
で
は
、
出
産
後
と
一
歳
児
の
歯

科
検
診
時
の
計
２
回
、
育
児
用
品
を

お
配
り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
生

児
訪
問
の
際
に
10
万
円
分
の
カ
タ
ロ

グ
ギ
フ
ト
も
お
渡
し
し
て
い
る
。
今

回
の
総
合
経
済
対
策
で
さ
ら
に
手
厚

い
支
援
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る

が
、
事
業
の
詳
細
が
わ
か
り
次
第
検

討
す
る
。

一歳児一人目に配られる Tシャツ･サコッシュ･
スタイ・カタログギフトの 1例

食
の
多
様
化
に
対
応
で
き
る

﹁
給
食
セ
ン
タ
ー
﹂
の
設
置

を

ボ
イ
ラ
ー
工
事
修
繕
対
象
　
膨
張
タ
ン
ク

山本忠志
やまもと ただし

議員
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沖
山
 昇
 議
員

養

和
会
も
社
会
福
祉
協

議
会
も
民
間
事
業
者

も
介
護
職
が
不
足
し

て
い
る
と
聞
く
。
町

に
何
か
考
え
は
あ
る
か
。

福
祉
健
康
課
長
 
介
護
職
の
人
材
不
足
は

全
国
的
な
問
題
だ
。
町
だ
け
で
は
な
く
、

島
内
事
業
所
と
連
携
を
し
て
、
移
住
定
住

の
イ
ベ
ン
ト
へ
出
向
き
、
島
外
か
ら
の
人

材
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
技
能
実
習
生

の
制
度
な
ど
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

浅
沼
 憲
春
 副
議
長

大
賀
郷
園
地
の
管
理

は
支
庁
が
行
う
も
の

だ
が
、
大
賀
郷
の
高

齢
者
が
た
び
た
び
利

用
し
て
い
る
。
和
式
だ
と
し
ゃ
が
む
の
が

困
難
と
の
こ
と
で
、
洋
式
に
変
え
る
よ
う

支
庁
に
要
望
し
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長
　
町
と
支
庁
と
情
報
交
換
す
る

機
会
が
あ
る
。
都
の
施
設
に
つ
い
て
議
会

か
ら
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
は
伝
え
る
。

淺
沼
 隆
章
 議
員
国
庫
補
助
金
、
都
補

助
金
あ
わ
せ
て
６
千
万
円
も
増
額
に
な
っ

て
い
る
。
す
べ
て
大
川
浄
水
場
の
改
修
工

事
の
も
の
か
。
設
計
ミ
ス
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
る
追
加
の
費
用
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
な
業
者
が
入
っ
て
入
札
を
行
っ
た
の

か
、
流
れ
を
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。

企
業
課
長
 
予
算
は
す
べ
て
大
川
浄
水
場

の
も
の
。
補
助
金
増
は
、
建
築
部
分
が
大

き
い
が
、
入
札
が
２
回
不
調
に
な
り
工
事

が
遅
れ
た
。
３
回
目
の
入
札
で
業
者
が
き

ま
り
工
事
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に
現

場
を
管
理
し
て
い
る
。

淺
沼
 隆
章
 議
員
今
回
の
追
加
工
事
が

行
わ
れ
る
前
に
、
く
い
打
ち
を
す
る
際
、

支
持
層
に
当
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題

で
、
設
計
前
に
支
持
層
を
調
査
し
た
人
や

会
社
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
経
緯
を
聞

き
た
い
。

企
業
課
長
 
設
計
の
前
に
地
質
調
査
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
な
ど
を
も
と
に
設
計
を

し
、
工
事
の
入
札
に
な
る
。

淺
沼
 隆
章
 議
員
今
後
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
調
査
を
念
入
り
に

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
責
任
の
有
無
を
明

記
し
て
の
契
約
に
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

企
業
課
長
 
今
回
の
件
は
今
後
の
教
訓
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

岩
﨑
 由
美
 議
員
最
大
２
万
円
使
え
ば

６
千
円
バ
ッ
ク
さ
れ
る
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
、
12
月
31
日
ま
で
の
期
限
が
決
め

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
11
日

間
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
ま
り
に
も

短
期
間
に
終
わ
っ
て
み
ん
な
に
行
き
渡
ら

な
か
っ
た
。
不
公
平
感
は
ぬ
ぐ
え
な
い
。

次
回
が
あ
る
と
し
た
ら
、
慎
重
に
考
え
て

ほ
し
い
。
６
千
円
バ
ッ
ク
と
い
う
の
は
、

ど
の
よ
う
に
決
め
た
の
か
。

産
業
観
光
課
長
 
今
年
度
は
物
価
上
昇
に

対
す
る
対
策
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

を
活
用
し
た
。
年
内
に
消
費
で
き
る
よ
う

に
と
限
度
額
を
２
万
円
の
６
千
円
に
決
め

て
実
施
し
た
。

質
疑
よ
り

◉
 介
護
職
の
人
手
不
足
に
つ
い
て

◉
 大
賀
郷
園
地
の
ト
イ
レ
の
洋

式
化

◉
 大
川
浄
水
場
に
関
す
る
設
計

ミ
ス
に
つ
い
て

◉
 物
価
対
策
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

東京宝島事業（東京都行政部所管）
東京の島々には、素晴らしい自然景観や海洋資源、

特産品、歴史・文化などの「宝物」がたくさんある。
また、これらにはさらなる活用や魅力拡大の可能性が
秘められている。東京宝島事業は、こうした「宝島」
や隠れた魅力を掘り起こし、一層磨きをかけ、広く発
信していくことで、島のブランド化に向けて取り組む
事業。東京観光財団が東京の離島11島全島について
行う。
八丈町では観葉植物の鉢カバー、全東京の島を対象に
した、ＴＯＫＹＯ宝島図鑑（パンフレット）、エコバ
ックの配布を東京観光財団の実施事業で行っている。

東京宝物推進事業（東京都観光部所管）
島しょ地域に存在する「宝物」と呼ばれるべき観光

資源のブランディングに関する観光施設整備などに要
する費用の一部を補助することにより、島しょ地域の
魅力を高め、観光客の誘致および満足度向上につなげ
ることを目的とする。各自治体が都からの補助金で行
う。
八丈町ではパンフレットの作成、観光案内版（円すい
形）を設置

Ｑ.議会であった東京都の「宝島事業」、
「宝物推進事業」の違いは？

真
田
 幸
久
 議
員
当
初
総
工
費
が
８
億

７
千
万
程
度
、
今
回
増
え
た
部
分
は
最
終

的
に
総
工
費
に
上
乗
せ
さ
れ
る
の
か
、
あ

る
程
度
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
工
事
過
程
の

中
で
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
う
で
な

い
な
ら
ば
上
乗
せ
が
ど
れ
く
ら
い
に
な
る

の
か
。

企
業
課
長
 
事
業
費
に
関
し
て
は
今
回
の

よ
う
な
追
加
に
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は

想
定
し
て
い
な
い
。
今
回
追
加
に
な
る
分

に
関
し
て
は
９
月
補
正
で
事
業
費
に
組
み

込
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
こ
の
追

加
分
に
関
し
て
は
最
終
的
に
合
計
額
に
入

っ
て
く
る
。

11



新しい委員によるはじめての議会だよりです。
表紙は、島の子どもたちに焦点をあてることにしま
した。保育園、小学校、中学校、高校を順次取り上げて
いきます。この１年は４つの保育園の園児たちが表紙を飾ります。また、
裏表紙には、島に移住してこられた方々の声や暮らしぶりをお届けした
いと思っています。

12月議会では補正予算や決算に関する審査を行いました。増額、減
額、入札不調などありましたが、住民にとって特に重要な事案について
は、今後も注目していきたいと思います。（奥山幸子）

編集後記 議会だより 205 号
発行人 八丈町議会議長　山本忠志
編　集 議会だより編集委員会  
委員長 奥山幸子  副委員長 山下則子　
委　員 真田幸久　浅沼碧海
〒100-1498
東京都八丈島八丈町大賀郷 2551-2　
tel 04996-2-2788 fax 04996-2-4437
メール gikai@town.hachijo.tokyo.jp

きっかけ これまでのお仕事を伺うと
、なんとジュエリーデ

ザイナーを経験し、フラワー
アレンジメント（以下アレン

ジ）

の先生をしておられたとか
。アレンジの生徒さんがモ

ンステ

ラを使いたいと言ったこと
から、その葉に興味を持ち

ネット

検索していたら八丈島が出
てきて、担い手募集にたど

り着い

たそうです。

取材にいくと仕事場に花が
活けてありました。ここで

5期生の吉田さん、6期

生の今井さんご夫妻がフル
ーツレモンの収穫作業をし

ておられました。

今の生活 島に住む農業者から指導を
仰ぎなが

ら、ルスカスとレザーファン
、フルーツレモンの栽

培を行っています。収入は国
の補助金のほか、収穫

物を農協を通して出荷して
得ています。繁忙期の今

は明け方から夜まで出荷作
業で大変ですが、生活す

るのに十分なだけの収入は
確保できているとのこ

とでした。農業者として自立
をめざす意欲的な姿を

拝見しました。（奥山幸子）

片山 堪����　��さん（47歳） ２年前から担い手育成センタ
ーで研修中の第 6期生です。

八丈島の商店や金融機関の駐車場で見かける水色の車体、おばさんでも大丈夫かなと思いつつ近寄ってみる。
「いらっしゃいませ」とニコニコしながらあやさんに言われると、心のガードがほどけますね。夫妻で空き家バンクを検索していても、良い物件が見当たらず、八丈島で空き家をリノベしている人のサイト
が見つかり、小さい頃に八丈に遊びに来たことがあるご主人と、八丈に旅行で来たことがあるあやさんが、八丈
へ行こう！と決めたそう。

「2020年 8月、キャンピングカーと共に親子 3人で八丈島へ移住。小規模事業者持続化補助金でキャンピングカーを改造し、移動の Bulblue cafe stand（ブルブルーカフェスタンド）を始めました。
八丈のいいところは、人との距離が心地良く子育てしやすいところですが、特に雨の日などに室内で大人も子供も遊べる場所、そして仕事や遊びを通じてコミュニティを築ける共創スペースなどの場所もあったらいいなと思います。」
移住してよかったと言っていただき、取材した私もホッとしました。（山下則子）

大金
����

恭平
�����

さん・あやさん Bulblue cafe standオーナー

来てみりゃ
八丈は…

移住者の声
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